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閃
妃
事
件
と
外
交
官
堀
口
九
萬
一
及
び
与
謝
野
寛
の
漢
詩

堀
口
九
萬
一
、
号
長
城
は
日
本
最
初
の
外
交
官
で
あ
り
、
漠
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
慶
応
元
年
(
-
八
六
五
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
、
享
年
八
十
歳
）
に
歿
し
て
お
り
、

そ
の
生
涯
は
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
に
わ
た
る
。
亡
く
な
っ
た
の

は
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
ニ
ヶ
月
後
の
十
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
生
地
は
新
潟
県
長
岡
、

父
は
長
岡
藩
士
で
戊
辰
戦
争
で
戦
死
し
、

母
・
妹
と
掘
建
て
小
屋
で
の
生
活
を
送
っ
た
。
が
小
学
校
に
入
学
と
同
時
に
「
蒙
求
」
「
論
語
」
「
孟
子
」
を
読
み
、
卒
業
後
は
小
学
校

教
員
ま
た
校
長
を
務
め
た
が
辞
し
て
長
岡
中
学
に
進
学
し
、
翌
々
年
司
法
省
法
学
校
（
東
大
法
科
大
學
）
に
入
学
し
仏
語
、
仏
国
の
法

律
を
学
ん
だ
。
在
学
中
に
結
婚
し
長
男
の
大
学
が
生
ま
れ
、
卒
業
と
同
時
に
第
一
回
外
交
官
領
事
官
試
験
に
合
格
し
て
、
日
清
戦
争
中

に
領
事
官
補
と
し
て
朝
鮮
仁
川
に
赴
任
す
る
。
極
貧
の
生
活
の
中
で
の
苦
学
の
末
に
九
萬
一
の
将
来
に
一
筋
の
光
明
が
見
え
た
の
は
明

治
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）
、
二
十
九
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

し
か
し
翌
―
―
十
八
年
に
思
い
が
け
な
い
事
件
が
起
き
そ
の
外
交
官
人
生
は
大
き
く
負
の
方
向
に
暗
転
し
た
。
歴
史
に
名
を
残
す
所
謂

閃
妃
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
と
の
関
連
は
不
可
抗
力
で
あ
っ
た
の
か
九
萬
一
自
身
の
積
極
的
な
意
志
あ
る
い
は
職
務
意
識
の
な
せ
る

業
で
あ
っ
た
の
か
容
易
に
判
別
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
は
九
萬
一
の
外
交
官
生
命
を
根
底
か
ら
損
な
う
致

命
的
な
一
大
事
に
至
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
事
件
が
人
並
み
優
れ
て
漠
詩
の
創
作
に
堪
能
で
あ
っ
た
九
萬
一
の
才
能
に
起
因
し

た
の
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
更
に
漢
詩
と
の
関
連
か
ら
い
え
ば
九
萬
一
だ
け
で
な
く
他
に
も
波
及
し
て
お
り
閃
妃
事
件
の
傍

証
の
一
っ
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。

西

村

富

美

子
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先
に
閃
妃
事
件
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
け
ば
、
明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
十
月
八
日
、
李
朝
の
第
二
十
六
代
李
太
王
（
高

当
時
の
日
本
公
使
―
―
一
浦
梧
楼
が
親
露
派
の
閃
妃
一
族
と
反
目
し
親
日
派
勢
力
の
回
復
を
画
策
し
て
周
囲
の
数
人
と
協
議
し
、
閃
妃
の
政

敵
大
院
君
を
担
ぎ
出
し
て
景
福
官
に
突
入
し
閃
妃
を
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
。

下
多
数
の
関
係
者
は
日
本
へ
の
帰
朝
命
令
に
よ
り
広
島
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
が
大
半
が
不
起
訴
と
な
っ
た
。
九
萬
一
も
そ
の
中
の
一

人
で
あ
っ
た
が
翌
年
に
復
職
し
て
中
国
湖
北
省
の
沙
市
に
領
事
と
し
て
赴
任
し
、
以
後
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
プ
ラ
ジ
ル
（
二
等
書

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
一
等
書
記
官
）
、

を
経
て
、
大
正
十
四
年
(
-
九
―
一
五
）
四
月
に
退
官
、
帰
国
後
に
東
京
都
小
石
川
区
久
世
山
に
住
居
し
た
。

（
二
）

九
四
五
）
死
去
の
時
ま
で
、
講
演
・
執
筆
等
で
精
力
的
に
活
躍
し
た
。

漠
詩
の
才
能
が
自
ら
の
災
難
の
因
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
あ
ま
り
他
に
例
を
見
な
い
聞
か
な
い
話
で
あ
り
、
後
に
自
ら
そ
の
時
の
状

況
を
克
明
に
記
し
た
随
筆
も
あ
り
、
漠
詩
や
事
件
後
の
感
懐
を
述
べ
た
漠
詩
を
詠
み
、
九
萬
一
の
漠
詩
集
『
長
城
詩
抄
』
に
も
収
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
が
、
閃
妃
事
件
当
事
者
の
心
情
を
暗
に
語
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

さ
ら
に
そ
の
時
京
城
で
歌
人
落
合
直
文
の
弟
、
鮎
貝
椀
園
の
経
営
す
る
乙
未
義
塾
の
教
師
を
し
て
い
た
与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
と
も
接

触
が
あ
り
、
寛
も
こ
の
騒
動
に
巻
き
こ
ま
れ
て
拘
束
、
広
島
に
収
監
さ
れ
る
と
い
う
偶
然
の
異
変
が
あ
っ
た
。
寛
は
直
ぐ
に
釈
放
さ
れ

（
四
）

京
城
に
戻
る
が
乙
未
義
塾
は
廃
校
と
な
る
。
時
に
寛
は
二
十
二
歳
、
ま
だ
『
明
星
』
の
主
宰
者
と
な
る
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
萬

一
と
寛
は
漠
詩
の
詩
友
で
あ
り
、

記
官
）
、

宗
、
牌
は
煕
）
の
皇
后

OO妃
（
別
名
明
成
皇
后
、

一
八
五
一
＼
九
五
）
殺
害
の
悲
劇
、
所
謂
「
乙
未
の
変
」
と
も
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
、

し
か
し
こ
の
変
事
は
意
外
な
結
末
と
な
り
、
三
浦
公
使
以

ス
ペ
イ
ン
等
に
在
勤
、
ブ
ラ
ジ
ル
特
命
全
権
公
使
つ
い
で
ル
ー
マ
ニ
ア
公
使

そ
の
後
昭
和
二
十
年
（
一

九
萬
一
は
後
に
新
詩
社
の
同
人
と
な
る
堀
口
大
学
の
父
で
も
あ
っ
た
。
寛
は
こ
の
当
時
の
こ
と
を
回

想
し
て
長
文
の
序
を
付
し
た
漢
詩
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
漠
詩
は
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
年
所
蔵
先
の
好
意
に
よ
り
翻

（
五
）

字
し
た
も
の
を
そ
の
紀
要
に
掲
載
し
た
の
で
、
事
件
の
傍
証
ま
た
詩
友
九
萬
一
と
の
交
流
を
語
る
も
の
と
し
て
、
堀
口
九
萬
一
の
漠
詩
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九
萬
一
の
詩
を
挙
げ
る
前
に
『
長
城
詩
抄
』
に
つ
い
て
の
簡
単
な
解
説
を
し
て
お
く
な
ら
ば
、
編
集
は
九
萬
一
の
子
息
堀
口
大
学
で
、

昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
、
三
百
部
限
定
で
大
門
出
版
社
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、

遺
稿
『
長
城
詩
稿
』
全
三
巻
（
三
百
三
十
首
）
か
ら
九
十
九
首
を
選
び
、
里
見
弾
の
勧
め
に
よ
り
大
学
自
身
の

し
た
と
い
う
。
た
だ
残
念
な
が
ら
こ
の
『
長
城
詩
抄
』
の
原
本
で
あ
っ
た
九
萬
一
の
三
百
三
十
首
の
漠
詩
を
収
録
す
る
『
長
城
詩
稿
』

に
つ
い
て
は
所
在
未
確
認
で
あ
る
。
恐
ら
く
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
退
官
後
の
九
萬
一
は
考
え
る
所
あ
っ
て

か
も
知
れ
な
い
」
と
、
大
学
は
「
あ
と
が
き
」

父
九
萬
一
の

「
和
訳
を
添
え
て
出
」

漢
詩
の
創
作
か
ら
は
離
れ
川
柳
や
狂
歌
に
転
向
し
、
余
生
は
文
筆
と
講
演
で
送
ろ
う
と
決
心
し
二
十
年
近
い
歳
月
を
送
っ
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
『
長
城
詩
抄
』
に
付
さ
れ
た
「
漱
石
の
詩
を
論
じ
併
せ
て
日
本
の
漢
詩
に
及
ぶ
」
と
題

す
る
「
夏
目
漱
石
の
漠
詩
論
」
を
書
い
た
後
、
「
憶
測
す
る
な
ら
、
日
本
人
の
作
る
漠
詞
の
空
し
さ
に
齢
然
大
悟
、
気
づ
か
れ
た
為
め

で
記
し
て
い
る
。
大
学
が
基
づ
い
た
の
は
九
萬
一
自
著
の
『
長
城
先
生
日
記
抄
』
『
長

城
先
生
日
記
』
だ
と
記
し
て
い
る
が
両
書
の
行
方
も
『
長
城
詩
稿
』
と
と
も
に
ま
っ
た
＜
所
在
不
明
で
あ
る
。
な
お
『
長
城
詩
抄
』
の

内
容
は
七
言
絶
句
の
詩
が
大
半
を
占
め
三
十
年
余
の
外
交
官
人
生
の
年
次
に
よ
る
排
列
だ
が
、
仏
語
ま
た
仏
国
文
学
に
も
造
詣
が
深
か

っ
た
た
め
仏
国
の
詩
人
グ
ー
ル
モ
ン
の
漠
詩
訳
、
ま
た
歴
任
地
で
の
作
以
外
に
、
永
井
荷
風
、
会
津
八
一
等
の
漠
詩
の
詩
友
へ
の
贈
詩

等
も
含
ま
れ
て
お
り
収
録
さ
れ
た
詩
は
国
際
的
か
つ
交
流
関
係
の
多
さ
を
物
語
る
珍
重
に
値
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
『
長
城
詩
抄
』

の
冒
頭
に
あ
る
の
が
先
に
ふ
れ
た
閃
妃
事
件
に
関
係
す
る
漠
詩
な
の
で
あ
る
。
大
学
が
、

父
九
萬
一
の
外
交
官
人
生
に
極
め
て
不
利
に

作
用
し
た
閃
妃
事
件
関
連
の
詩
を
な
ぜ
父
の
漠
詩
集
の
一
番
初
め
に
お
い
た
の
か
と
の
疑
間
は
あ
る
が
、
外
交
官
と
し
て
の
初
任
地
ま

た
初
任
務
と
な
っ
た
偶
然
の
も
た
ら
し
た
不
運
事
で
あ
り
最
初
に
載
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
閃
妃
事
件
に

゜

に
次
い
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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九
萬
一
が
ど
の
程
度
関
係
し
た
の
か
は
諸
説
が
あ
っ
て
、
事
前
工
作
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
当
日
の
集
団
的
乱
入
の
実
行
に
も
加
わ
っ
た

（
六
）

の
か
真
相
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

そ
の
詩
は
、
閃
妃
事
件
の
後
三
浦
梧
楼
公
使
其
の
他
の
関
係
者
と
日
本
へ
強
制
送
還
の
身
と
な
り
広
島
の
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
た

九
萬
一
の
五
首
の
漠
詩
、
大
学
の
和
訳
を
挙
げ
た
後
に
、
筆
者
が
書
き
下
し
文
と
簡
単
に
詩
意
を
記
し
た
。

殺
身
只
是
欲
成
仁

孤
忠
應
有
皇
天
窒

獄
裏
空
為
螺
細
身

一
剣
風
雲
記
愴
紳

牢
屋
の
奥
に
身
は
つ
な
が
れ
て

誰
も
知
ら
な
い
気
持
ち
を
抱
い
て

仁
義
と
あ
ら
ば
身
も
殺
そ
う
さ

命
が
け
と
は
兼
ね
て
の
覚
悟

繋

於

廣

嶋

獄

中

之

作

記

感

也

五

首

明
治
二
十
八
年
＋
月
韓
國
之
髪
獲
譴

時
に
詠
ま
れ
た
七
言
絶
句
五
首
で
あ
る
。

゜

（
堀
口
大
学
訳
）
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四

埋
骨
韓
山
私
所
期

窓
外
西
風
落
木
時

此
身
何
日
免
幽
囚

有
母
倍
間
應
結
愁

萬
感
填
贋
悽
不
睡

風
箔
露
檻
夜
悠
々

廣
陵
半
夜
感
無
窮

檻
車
一
去
牡
心
悲

軒
打
つ
風
が
ま
た
つ
の
る

迫
る
思
い
に
今
夜
も
不
眠

放
免
の
日
は
い
つ
の
事

か

ど

は

は

じ

ゃ

わ
び
し
く
門
に
待
っ
犀
者

獄
窓
外
は
木
枯

広
島
の
夜
半
の
ね
ざ
め
の
思
い
は
千
々
よ

護
送
車
で
任
国
退
去
と
は
意
外
で
心
外

韓
山
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
な
ら
兼
て
し
て
い
た
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容
易
宵
々
侍
母
前

析
聾
絶
慮
夜
如
年

五

涼
倒
南
冠
繋
獄
時

雙
涙
榜
陀
禁
不
得

何
人
為
我
哺
孤
兒

四
壁
況
々
静
似
輝

鐵
窓
不
凝
還
家
夢

病
妻
嘔
血
蹄
泉
日

い
か
つ
い
窓
の
鉄
棒
も

夢
の
家
路
は
堰
き
と
め
ぬ

夜
番
の
拍
子
木
が
と
ぎ
れ
る
と

独
房
の
夜
は
静
か
に
更
け
わ
た
り

〇
原
註
二
妻
政
子
明
治
二
十
八
年
十
月
十
四
日
死
ス 広

島
の
刑
務
所
ぐ
ら
し
よ

禅
寺
み
た
い
だ

と

し

よ

る

あ
と
は
年
ほ
ど
長
い
夜

囚
人
帽
ま
で
着
せ
ら
れ
て

と
ま
ら
ぬ
涙

何
ん
で
泣
か
ず
に
い
ら
れ
る
も
の
か

ふ

た

り

お

さ

ざ

ご

親
な
し
に
な
っ
た
二
人
の
幼
児
は
誰
が
ど
う
し
て
育
て
て
行
く
か

（
七
）

訓
者
註
こ
一
人
の
幼
児
、
ひ
と
り
は
大
学
、
数
え
歳
四
、
ひ
と
り
は
花
枝
、
数
え
歳
二
。

今
の
僕
無
理
な
い
よ

折
り
も
折
り
と
て
つ
か
ま
っ
て

長
わ
ず
ら
い
の
愛
妻
は
血
を
吐
く
病
で
死
に
ま
し
た
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檻
車
一
た
び
去
っ
て

広
陵
の
半
夜

韓
国
で
骨
を
埋
め
よ
う
と
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
、
広
島
の
監
獄
で
、
真
夜
中
に
感
無
量
の
思
い
を
し
つ
つ
、
獄
窓
の
外
に
聞
こ

え
る
秋
風
に
木
の
葉
の
落
ち
る
音
を
聞
い
て
い
る
九
萬
一
の
心
情
を
あ
ら
わ
す
。
。

窓

外

西

風

落

木

の

時

感
無
窮
に
し
て

壮
心
悲
し

骨
を
韓
山
に
埋
む
る
は
私
か
に
期
す
る
所

む
な
し
く
獄
中
の
囚
人
の
身
と
な
っ
た
予
想
外
の
結
果
を
詠
う
。

を
記
し
た
、

と
実
に
明
白
に
詩
の
題
に
記
し
、

空
し
く
螺
維
の
身
た
り

明
治
二
十
八
年
十
月
（
八
日
）
、
韓
国
の
変
事
と
は
閃
妃
事
件
を
さ
し
、
罪
を
得
て
広
島
の
監
獄
に
収
監
さ
れ
、
獄
中
で
の
感

獄
裏
孤
忠
応
に
皇
天
の
饗
有
る
べ
し

身
を
殺
し
て

只
是
れ
仁
を
成
さ
ん
と
欲
す

一
剣
の
風
雲

※
「
書
き
下
し
文
」

愴
神
を
記
す

明
治
二
十
八
年
十
月
、
韓
国
の
変
、
譴
を
獲
、
広
島
に
繋
が
る
。
獄
中
の
作
、
感
を
記
す
な
り
。
五
首

一
振
り
の
刀
が
引
き
起
こ
し
た
事
件
だ
が
事
は
志
と
異
な
り
、
忠
義
の
意
志
が

は
は
じ
ゃ

お
か
げ
で
夜
な
夜
な
帰
省
し
て
母
者
の
み
前
に
ひ
ざ
ま
づ
く
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五

悽
と
し
て
睡
れ
ず

自
分
が
釈
放
の
身
と
な
る
日
は
分
か
ら
な
い
が
、
故
郷
長
岡
で
は
母
が
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
、

っ
て
眠
れ
ぬ
長
夜
を
な
げ
く
思
い
を
う
た
う
。
（
時
に
母
の
千
代
は
四
九
歳
。
）

万
感
胸
に
せ
ま

病
気
の
妻
が
血
を
吐
い
て
死
ん
だ
の
は
混
乱
し
た
運
命
の
な
か
監
獄
に
繋
が
れ
て
い
た
時
、
榜
詑
と
涙
は
流
れ
る
ま
ま
で
母
を

亡
く
し
た
孤
児
を
誰
が
育
て
て
く
れ
よ
う
か
、

と
妻
子
へ
の
悲
痛
な
感
情
を
述
べ
る
。

原
注
に
記
す
よ
う
に
、
事
件
の
六
日
後
の
十
月
十
四
日
に
妻
の
政
は
故
郷
の
長
岡
で
死
去
（
享
年
―
―
十
三
歳
）
。
結
婚
し
た
の
は
九
萬

一
が
一
―
十
五
歳
、
政
は
十
八
歳
で
、
東
京
帝
大
の
学
生
で
あ
っ
た
。
訓
者
（
大
学
）

歳
、
こ
の
二
人
の
幼
児
を
残
し
て
の
死
で
あ
っ
た
。

何
人
か
我
が
為
に
孤
児
を
哺
ま
ん

双
涙
榜
陀
と
し
て
禁
じ
得
ず

南
冠
に
涼
倒
し
獄
に
繋
が
れ
し
時

病

妻

血

を

嘔

く

帰

泉

の

日

四

風

篇

露

檻

夜

悠

悠

万
感
贋
を
填
め

母
の
間
に
俯
り
て
応
に
結
愁
有
る
べ
し

此
の
身
は
何
れ
の
日
に
か
幽
囚
を
免
れ
ん

の
注
に
あ
る
よ
う
に
、
大
学
は
四
歳
、
花
枝
は
二
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九
萬
一
は
外
交
官
で
あ
る
と
同
時
に
漢
詩
人
で
も
あ
り
、

゜
静
か
な
監
房
の
夜
、

巡
回
の
拍
子
木
の
音
が
切
れ
る
と
長
い
夜
が
訪
れ
る
が
、
窓
の
鉄
格
子
も
夢
で
の
帰
郷
は
さ
ま
た
げ
ら
れ

ず
、
や
す
や
す
と
毎
夜
母
の
そ
ば
に
い
る
、

と
母
へ
の
愛
慕
を
う
た
う
。

こ
の
五
首
の
詩
は
広
島
の
獄
中
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、

「
十
月
八
日
事
件
の
発

五
首
の
詩
に
共
通
す
る
の
は
痛
切
な
悲
哀
の
情
そ
の
も
の
で
あ
る
。
第
一

首
•
第
二
首
の
詩
に
は
国
家
へ
の
忠
義
と
信
じ
た
自
己
の
行
為
が
見
事
な
ま
で
に
反
転
し
た
結
末
へ
の
悲
嘆
を
多
少
表
現
は
し
て
い
る

が
、
事
件
に
対
す
る
自
己
の
真
情
は
表
明
せ
ず
、
第
三
・
四
・
五
首
は
、
母
・
子
・
妻
へ
の
愛
情
、
率
直
な
家
族
愛
を
表
し
て
い
る
。

事
前
画
策
に
異
常
な
ま
で
に
熱
心
に
奔
走
し
た
こ
ろ
の
九
萬
一
の
言
動
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
落
差
に
戸
惑
い
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

だ
が
閃
妃
事
件
に
対
す
る
当
時
の
ま
た
事
件
後
の
心
情
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
九
萬
一
自
身
が
語
っ
た
も
の
は
残
さ
れ
て

い
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
事
件
後
四
十
年
を
経
て
、

端
」
（
無
言
の
問
答
）
が
唯
一
の
資
料
と
言
え
る
の
だ
が
、

九
萬
一
が
著
し
た
『
外
交
と
文
芸
』
の
中
の
、

そ
の
内
容
は
事
件
前
の
九
月
二
十
日
過
ぎ
の
事
で
あ
り
、

四
十
年
と
い
う
長

い
歳
月
の
経
過
と
と
も
に
か
な
り
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
記
述
の
様
式
、
内
容
に
信
憑
性
の
点
で
多
少
間
題
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
『
明
星
』
の
主
宰
者
与

謝
野
寛
の
漠
詩
の
詩
友
で
あ
っ
た
。
寛
は
新
詩
社
の
創
設
者
で
あ
り
機
関
誌
『
明
星
』
は
短
歌
を
主
と
す
る
同
人
雑
誌
で
後
に
晶
子
も

容
易
に
宵
宵
母
前
に
侍
る

鉄
窓
析
声
絶
ゆ
る
処

剛

げ

ず

家
に
還
る
夢

夜
年
の
如
し

四
壁
沈
沈
静
か
な
る
こ
と
禅
に
似
た
り
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長
城
・
堀
口
九
萬
一
君
の
懐
い
を
寄
す
の
芳
韻
を
度
い
で
以
て
呈
す
。

人
誌
『
海
内
詩
媒
』
（
日
柳
三
舟
主
宰
）
に
投
稿
し
て
い
た
。

加
わ
っ
て
急
速
に
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
若
き
頃
の
寛
は
短
歌
よ
り
も
漠
詩
の
創
作
に
熱
心
で
十
代
の
こ
ろ
か
ら
漠
詩
の
同

し
か
し
中
学
受
験
の
失
敗
に
よ
り
漠
詩
か
ら
は
一
時
期
遠
ざ
か
っ
た
。
九

萬
一
と
の
出
会
い
は
韓
国
京
城
が
最
初
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
十
五
年
ほ
ど
後
に
堀
口
大
学
が
佐
藤
春
夫
の
紹
介
で
新
詩
社
の
同
人

と
な
っ
た
の
が
偶
然
の
き
っ
か
け
で
、
大
学
の
父
と
し
て
漢
詩
の
詩
友
九
萬
一
を
改
め
て
知
る
こ
と
に
な
る
。
両
人
の
間
に
漠
詩
の
贈

答
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
分
か
る
の
だ
が
現
在
は
ど
ち
ら
か
一
方
の
贈
詩
も
し
く
は
答
詩
し
か
残
っ
て
い
ず
そ
の
数
も
多
い
と
は
い
え
な

い
。
だ
が
寛
が
九
萬
一
か
ら
の
贈
詩
に
対
し
て
呈
上
し
た
詩
の
中
に
、
閃
妃
事
件
に
関
わ
り
が
あ
り
寛
の
他
の
漢
詩
と
は
趣
を
異
に
す

る
詩
が
あ
る
の
で
、
九
萬
一
の
漠
詩
に
つ
い
で
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

詩
の
草
稿
の
―
つ
で
あ
る
。

詩
は
七
言
絶
句
三
首
の
連
作
な
の
だ
が
、
詩
の
題
に
続
い
て
実
に
長
い
序
が
あ
り
、
序
文
の
内
容
は
九
萬
一
の
生
涯
、
過
去
の
履
歴

と
現
在
の
生
活
ま
た
九
萬
一
と
の
出
会
い
か
ら
交
流
を
述
べ
て
、
最
初
出
会
っ
た
韓
国
京
城
へ
の
郷
愁
の
思
い
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の

寛
の
長
文
の
序
を
伴
う
三
首
の
詩
は
閃
妃
事
件
の
傍
証
的
意
味
を
有
す
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
な
お
序
は
長
文
で
あ
る
た
め
適
宜

分
割
し
た
。
も
と
の
原
文
に
は
読
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
（
書
き
下
し
文
は
筆
者
に
よ
る
。
）

賽
長
城
堀
口
九
萬
一
君
寄
懐
芳
韻
以
呈

そ
れ
は
先
に
述
べ
た
堺
市
博
物
館
所
蔵
の
未
公
開
の
漠

君
越
後
人
、
家
世
仕
長
岡
藩
為
家
老
。
明
治
戊
辰
之
妻
、
先
考
殉
難
。
時
君
甫
三
歳
、
在
家
僕
背
、
奥
先
批
潜
稟
農
家
、
遂
倶
奥
先

甫
め
て
二
歳
、
家
僕
の

批
別
、
而
匿
岩
代
国
僧
院
数
年
。
事
定
帰
国
、
入
柏
崎
某
氏
塾
、
學
経
書
詩
文
、
稽
長
由
第
一
高
等
中
學
、
進
東
京
帝
国
大
學
。
修

佛
國
法
律
、
既
卒
業
、
任
朝
鮮
京
城
副
領
事
。
嘗
時
予
亦
奉
職
朝
鮮
學
部
、
監
桂
洞
學
堂
、
同
起
臥
日
本
領
事
館
中
、
因
得
以
相
知
。

君
は
越
後
の
人
、
家
は
世
々
長
岡
藩
に
仕
え
家
老
為
り
。
明
治
戊
辰
の
変
に
、
先
考
殉
難
す
。
時
に
君
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背
に
在
り
て
、
先
批
と
農
家
に
潜
甑
し
、
遂
に
倶
に
先
批
と
別
れ
、
而
し
て
岩
代
の
国
の
僧
院
に
匿
る
る
こ
と
数
年
。
事
定
ま

り
て
国
に
帰
り
、
柏
崎
の
某
氏
の
塾
に
入
り
、
経
書
詩
文
を
学
び
、
梢
や
長
じ
て
第
一
高
等
中
学
由
り
、
東
京
帝
国
大
学
に
進

む
。
仏
国
の
法
律
を
修
め
、
既
に
卒
業
し
て
、
朝
鮮
・
京
城
の
副
領
事
に
任
ぜ
ら
る
。
当
時
、

桂
洞
学
堂
に
監
し
、
同
に
日
本
領
事
館
中
に
起
臥
し
、
因
り
て
以
て
相
知
を
得
。

堀
口
九
萬
一

予
も
亦
た
朝
鮮
学
部
に
奉
職
し
、

（
号
長
城
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
懐
を
詠
じ
た
詩
に
つ
い
で
呈
上
し
た
、
と
い
う
題
の
詩
だ
が
、
九
萬
一
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
詩
は
未
詳
で
あ
る
。
最
初
に
、
先
述
し
た
九
萬
一
の
出
生
や
家
歴
を
述
べ
る
。
少
し
補
足
す
れ
ば
、
九
萬
一
は
戊
辰
戦
争
終
結
後

に
長
岡
に
帰
る
が
新
潟
柏
崎
の
塾
で
学
び
、
後
に
長
岡
中
学
か
ら
東
京
帝
大
へ
進
学
し
卒
業
後
、
明
治
二
七
年
(
-
八
九
四
）
九
月
に

外
交
官
試
験
に
合
格
、
韓
国
京
城
の
領
事
官
補
と
し
て
赴
任
し
た
。
寛
の
方
は
明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）
四
月
に
韓
国
政
府
学
部

省
「
乙
未
義
塾
」
の
分
校
「
桂
洞
学
堂
」
の
主
管
と
し
て
赴
任
す
る
。
塾
の
総
長
は
寛
の
短
歌
の
師
落
合
直
文
の
弟
、
鮎
貝
房
之
進
（
愧

園
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
に
領
事
館
で
九
萬
一
等
と
起
臥
を
と
も
に
し
た
の
が
知
り
合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
だ
が
、
夏
七
月
に

（
九
）

寛
は
腸
チ
フ
ス
を
患
い
漠
城
病
院
に
入
院
し
て
い
た
。

君
長
予
五
歳
、
総
人
個
償
糠
慨
、
好
文
愛
客
。
予
亦
年
少
氣
鋭
、
公
餘
輿
君
飲
酒
賦
詩
、
好
論
時
事
。
日
清
役
後
、
露
國
勢
力
頓
加
、

日
韓
両
國
之
際
有
不
可
坐
視
者
。
閃
妃
事
起
、
君
賞
為
其
主
謀
。
予
亦
輿
友
人
鮎
貝
棟
園
、
関
係
其
事
、
事
骰
恩
率
、
君
同
公
使
三

浦
君
、
率
兵
及
牡
士
入
王
宮
。
先
是
椀
園
輿
予
赴
全
羅
道
不
會
其
期
。
蹄
到
仁
川
、
始
獲
其
報
、
既
君
輿
三
浦
公
使
以
下
数
十
人
、

被
投
廣
嶋
之
獄
。
予
亦
被
同
船
送
廣
嶋
、
而
以
不
入
王
宮
故
得
免
。
君
無
幾
遇
赦
復
官
。

時
事
を
論
ず
る
こ
と
を
好
む
。

日
清
役
の
後
、
露
國
の
勢
力
頓
に
加
わ
り
、

君
、
予
よ
り
五
歳
長
じ
、
人
と
為
り
個
億
悽
慨
、
文
を
好
み
客
を
愛
す
。
予
亦
た
年
少
氣
鋭
、
公
余
に
君
と
酒
を
飲
み
詩
を
賦
し
、

日
韓
両
国
の
際
、
坐
視
す
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
閃

妃
の
事
起
こ
り
、
君
実
に
其
の
主
謀
為
り
。
予
亦
た
友
人
の
鮎
貝
椀
園
と
、
其
の
事
に
関
係
し
、
事
発
わ
れ
て
恩
率
、
君
は
公
使
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則
君
不
必
固
辟
、
屡
属
文
以
警
醒
世
人
。

三
浦
君
と
同
に
、
兵
及
び
壮
士
を
率
い
て
王
宮
に
入
る
。
是
れ
よ
り
先
、
椀
園
と
予
は
全
羅
道
に
赴
き
て
其
の
期
に
会
わ
ず
。
帰

り
て
仁
川
に
到
り
、
始
め
て
其
の
報
せ
を
獲
。
既
に
君
と
三
浦
公
使
以
下
数
十
人
、
広
島
の
獄
に
投
ぜ
ら
る
。
予
も
亦
た
同
じ
船

に
て
広
島
に
送
ら
る
、
而
れ
ど
も
王
宮
に
入
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
免
る
る
を
得
。
君
幾
ば
く
も
無
く
赦
に
遇
い
官
に
復
す
。

九
萬
一
と
寛
の
年
齢
差
は
実
際
は
八
歳
で
五
歳
と
あ
る
の
は
寛
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。
九
萬
一
の
人
柄
に
つ
い
て
、
オ
気
あ
り
意

気
盛
ん
で
文
学
を
愛
し
客
人
好
き
で
公
務
の
合
間
に
は
飲
酒
や
詩
を
賦
し
時
事
論
争
を
し
た
、
と
評
す
る
。

親
露
派
、
親
日
派
の
勢
力
が
変
化
し
日
韓
関
係
が
急
激
に
悪
化
し
て
遂
に
閃
妃
事
件
が
起
き
る
。
寛
は
九
萬
一
を
主
謀
者
と
記
す
が
疑

義
が
あ
り
、
寛
と
椀
園
が
事
件
に
関
係
し
た
と
の
記
述
も
あ
り
、

OO妃
事
件
の
真
相
は
諸
説
横
行
し
や
は
り
謎
と
い
う
外
な
い
。
当
日

九
萬
一
は
三
浦
公
使
や
兵
士
壮
士
等
と
王
宮
に
突
入
し
た
が
、
寛
は
そ
の
時
韓
国
南
西
部
の
全
羅
道
に
い
て
京
城
に
は
い
な
か
っ
た
。

事
件
後
に
時
局
は
予
想
外
の
急
転
換
を
し
三
浦
公
使
以
下
関
係
者
は
犯
罪
者
と
な
り
寛
も
同
じ
舟
で
広
島
の
監
獄
に
強
制
送
還
さ
れ
る

と
い
う
事
態
と
な
る
が
程
な
く
放
免
と
な
り
、
九
萬
一
も
一
旦
非
職
と
な
る
が
翌
年
二
月
に
は
復
職
し
て
中
国
へ
赴
任
し
、
七
月
に
は

オ
ラ
ン
ダ
に
転
任
す
る
。
閃
妃
事
件
は
政
治
的
配
慮
か
ら
う
や
む
や
に
終
結
処
理
さ
れ
た
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
免
職
に
は
な
ら

（
九
）

な
か
っ
た
も
の
の
実
際
に
は
九
萬
一
の
外
交
官
人
生
に
大
き
く
負
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

爾
束
州
二
年
、
君
歴
任
海
外
諸
國
使
館
、
近
陸
羅
馬
尼
國
公
使
、
而
退
官
就
間
、
管
居
干
東
京
久
世
山
。
其
地
高
爽
、
遠
望
富
嶽
、

而
大
都
盛
観
在
指
顧
之
間
。
君
蔵
東
西
新
古
典
籍
数
千
巻
、
而
特
精
通
支
那
文
學
及
佛
國
文
學
、
日
夕
誦
讀
不
倦
。
客
束
則
喫
煙
縦

談
、
亘
文
事
輿
時
事
。
論
評
凱
切
、
後
學
青
年
多
以
俯
頼
焉
。
君
悠
遊
自
適
、
無
復
向
江
湖
所
求
。
雖
然
、
有
新
聞
雑
誌
社
起
君
者
、

爾
来
三
十
二
年
、
君

日
清
戦
争
後
の
韓
国
で
は

海
外
諸
国
の
使
館
を
歴
任
し
、
近
ご
ろ
羅
馬
尼
國
公
使
に
陸
り
、
而
し
て
官
を
退
き
間
に
就
き
、
居
を
東

京
久
世
山
に
営
む
。
其
の
地
高
爽
、
遠
く
富
嶽
を
望
み
、
而
し
て
大
都
の
盛
観
指
顧
の
間
に
在
り
。
君

東
西
の
新
古
の
典
籍
数
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千
巻
を
蔵
し
、
而
し
て
特
に
支
那
文
学
及
び
仏
国
の
文
学
に
精
通
し
、

て
世
人
を
警
醒
す
。

宛
似
姻
親
。

日
夕
誦
読
し
て
倦
ま
ず
。
客
来
れ
ば
則
ち
喫
煙
縦
談
し
、

文
事
と
時
事
に
亘
る
。
論
評
劃
切
に
し
て
、
後
学
の
青
年
多
く
以
て
焉
に
俯
頼
す
。
君

む
る
所
無
し
。
然
る
と
雖
も
、
新
聞
雑
誌
社
、
君
を
起
こ
す
者
有
れ
ば
則
ち
君
必
ず
し
も
固
辞
せ
ず
し
て
、
屡
し
ば
文
を
属
り
以

そ
れ
以
後
三
十
二
年
間
（
明
治
二
七
年
、
仁
川
領
事
官
補
か
ら
数
え
て
）
、
九
萬
一
は
世
界
諸
国
を
歴
任
し
ル
ー
マ
ニ
ア
公
使
を
最
後
に

依
願
退
官
し
た
。
東
京
に
住
居
し
た
が
蔵
書
家
で
中
国
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
精
通
し
読
書
三
昧
の
生
活
を
し
人
の
出
入
り
も
多
く
、
文

化
文
学
ま
た
時
事
の
話
題
も
豊
富
で
適
切
な
論
評
を
し
若
者
た
ち
も
集
い
、
悠
々
自
適
で
も
隠
居
は
せ
ず
に
、
指
名
さ
れ
れ
ば
寄
稿
、

講
演
等
に
奔
走
し
社
会
に
も
貢
献
し
た
、
と
退
官
後
現
在
に
至
る
生
活
を
簡
潔
か
つ
的
確
に
述
べ
て
い
る
。

令
息
大
學
君
曾
學
國
風
干
予
夫
妻
、
而
今
以
國
詩
及
佛
國
文
學
総
天
下
重
。
父
子
重
菖
交
顧
、
不
退
棄
予
夫
妻
、
常
通
音
問
、
情
誼

令
息
大
学
君
、
曾
て
国
風
を
予
が
夫
妻
に
学
び
、
而
今
国
詩
及
び
仏
国
文
学
を
以
て
天
下
の
重
為
り
。

じ
て
、

予
が
夫
妻
を
返
棄
せ
ず
、
常
に
音
問
を
通
じ
、
情
誼
宛
も
姻
親
に
似
た
り
。

父
子
は
旧
の
交
顧
を
重
ん

九
萬
一
の
子
息
の
大
学
が
新
詩
社
の
同
人
と
な
っ
た
の
は
明
治
四
十
三
年
ご
ろ
で
、
『
明
星
』
第
一
次
が
終
刊
し
『
ス
バ
ル
』
が
刊

行
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
与
謝
野
夫
妻
に
直
接
熱
心
に
短
歌
を
学
ん
だ
が
、
今
は
詩
人
ま
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
重
鎮
と
な
り
父
子
と
も

に
旧
交
を
大
事
に
し
親
戚
の
間
柄
の
よ
う
だ
と
、
両
家
の
親
密
な
交
流
を
記
す
。

予
素
性
魯
鈍
、
曾
久
修
國
風
而
未
成
、
所
作
不
及
社
中
諸
才
子
。
而
夙
尋
國
語
之
原
本
干
支
那
古
音
、
為
之
刻
苦
、
殆
及
廿
年
。
君

毎
激
動
不
止
、
此
一
事
或
遂
於
成
者
、
｛
貫
多
所
負
於
君
゜
頃
者
添
贈
詩
、
唱
和
数
次
、
追
憶
京
城
嘗
日
之
事
、
而
顧
影
則
賢
髪
蓋
條
、

非
復
青
春
濯
II

之
姿
。
安
得
重
出
京
城
南
大
門
、
快
馬
長
鞭
、
尋
漢
江
楊
柳
里
之
遊
哉
。
為
之
慨
然
。

悠
遊
自
適
、
復
た
江
湖
に
向
か
い
て
求
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書
生
投
筆
共
把
文

重
彿
漠
江
楊
柳
過

重
ね
て
漠
江
の
楊
柳
を
払
い
て
過
ぎ
ら
ん

奥
君
何
日
謳
肥
馬
君
と
何
れ
の
日
に
か
肥
馬
を
駆
り
て

書
生

筆
を
投
じ
て

共
に
文
を
把
る

朔

北

嘗

年

殺

気

多

朔

北

当

年

殺

気

多

し

゜
予
素
よ
り
性
魯
鈍
、
曾
て
久
し
く
国
風
を
修
む
れ
ど
も
未
だ
成
ら
ず
、
作
る
所
は
社
中
の
諸
才
子
に
及
ば
ず
。
而
し
て
夙
に
国
語

の
原
本
を
支
那
の
古
音
に
尋
め
、

之
が
為
に
刻
苦
す
る
こ
と
、
殆
ん
ど
二
十
年
に
及
ぶ
。
君
毎
に
激
励
止
ま
ず
、
此
の
一
事
或
い

は
遂
に
成
る
に
於
い
て
は
、
実
に
君
に
負
う
所
多
し
。
頃
者
贈
詩
を
添
う
し
、
唱
和
す
る
こ
と
数
次
、
京
城
当
日
の
事
を
追
憶
し
、

而
し
て
顧
影
す
れ
ば
則
ち
饗
髪
繭
条
と
し
て
、
復
た
青
春
濯
々
の
姿
に
あ
ら
ず
。
安
ん
ぞ
重
ね
て
京
城
の
南
大
門
を
出
で
、
快
馬

に
長
鞭
し
、
漢
江
の
楊
柳
里
の
遊
を
尋
め
ん
や
。
之
が
為
に
慨
然
た
り
。

最
後
の
節
に
は
寛
自
身
の
短
歌
制
作
の
才
能
の
衰
え
に
対
す
る
焦
燥
と
苦
悩
の
言
葉
を
述
べ
る
が
、
寛
の
二
十
年
来
の
宿
願
で
あ
る

日
本
語
の
源
を
中
国
語
の
古
音
に
尋
め
る
「
日
本
語
原
考
」
に
ふ
れ
る
。
こ
の
研
究
が
完
成
の
嗚
に
は
九
萬
一
の
助
言
協
力
に
負
う
所

大
だ
と
の
謝
辞
で
結
び
、
こ
こ
で
三
首
の
詩
の
長
い
序
文
は
終
わ
る
。

(
I
O
)
 

な
お
寛
が
日
本
語
原
学
に
着
手
し
た
の
は
新
詩
社
が
『
ス
バ
ル
』
を
創
刊
し
た
明
治
四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
ご
ろ
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
の
は
序
文
中
の
「
二
十
年
」

の
語
か
ら
昭
和
三
年
(
-
九
二
八
）
ご
ろ
で
、
寛
は
五
五
歳
、
九
萬
一
は
六
三
歳

く
ら
い
で
あ
る
。
最
近
九
萬
一
か
ら
の
贈
詩
が
多
く
唱
和
す
る
こ
と
数
回
、
三
十
数
年
前
の
互
い
の
青
春
時
代
の
記
憶
に
思
い
を
馳
せ
、

も
う
一
度
韓
国
京
城
の
南
大
門
を
馬
で
散
策
、
楊
柳
里
を
遊
行
し
た
い
と
の
感
慨
に
浸
る
。

が
共
通
の
特
殊
な
思
い
出
と
し
て
寛
と
九
萬
一
の
両
者
の
心
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

一
年
足
ら
ず
の
短
い
韓
国
滞
在
で
あ
っ
た
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漠
魏
以
前
萬
巻
書

漢
魏
以
前
万
巻
の
書

梅

花

窓

底

喘

か

還

た

読

む

老

束

訓

詰

惜

三

餘

老

来

訓

詰

國

語

討

原

世

所

疎

国

語

゜

嘗
以
先
生
推
北
辰
当
に
先
生
を
以
て
北
辰
に
推
す
べ
し

職
達
胸
中
常
有
春

唱
和
文
字
自
通
神

詞
壇
才
子
衆
星
似

梅
花
窓
底
疇
還
讀

（
猶
疇
梅
花
讀
漢
書

原
を
討
ぬ
る
は
世
の
疎
ん
ず
る
所

三
余
を
惜
し
む

猶
お
梅
花
を
疇
し
て
漢
書
を
読
む
）

第
一
首
の
前
半
は
韓
国
の
当
時
の
不
安
定
な
国
情
と
両
人
の
行
動
を
、
後
半
は
何
時
か
二
人
で
馬
に
乗
り
漠
江
の
ほ
と
り
の
楊
柳
の

間
を
行
く
こ
と
を
願
う
。
序
文
で
は
最
後
に
述
べ
た
韓
国
へ
の
郷
愁
に
似
た
思
い
を
、
詩
で
は
最
初
に
う
た
っ
て
い
る
。
第
二
首
に
は

九
萬
一
の
作
詩
の
豊
か
な
才
能
ま
た
衆
目
注
視
の
存
在
を
『
論
語
』
を
典
拠
に
し
て
「
北
辰
」
の
存
在
と
称
賛
し
、
第
三
首
は
寛
自
身

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
二
十
年
来
の
課
題
「
日
本
語
原
考
」

の
読
書
生
活
だ
と
詠
う
。
韓
国
の
思
い
出
、
九
萬
一
の
才
能
、
寛
の
日
本
語
原
考
の
探
究
と
読
書
三
昧
の
生
活
、
と
視
点
を
変
え
た
三

首
の
詩
で
あ
る
。

な
お
第
三
首
の
末
句
は
校
閲
者
の
吉
田
学
軒
の
最
終
校
定
が
ど
ち
ら
で
あ
る
の
か
朱
筆
・
墨
筆
が
交
錯
し
て
判
読
で
き
な
い
の
だ

自
ず
か
ら
神
に
通
ず

゜
職
達
た
る
胸
中

唱
和
の
文
字

詞
壇
の
オ
子

衆
星
の
似
し

常
に
春
有
り

の
研
究
に
す
べ
て
の
時
間
を
費
や
し
、

ま
た
漠
魏
以
前
の
万
巻
の
書
籍
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注

以
上
が
与
謝
野
寛
が
堀
口
九
萬
一
に
呈
し
た
長
文
の
序
と
三
首
の
詩
で
あ
る
が
、
序
文
の
実
に
詳
細
な
内
容
、
緻
密
な
構
成
か
ら
何

ら
か
の
資
料
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
拠
り
所
は
分
か
ら
ず
、
寛
の
漠
詩
の
な
か
で
堀
口
九
萬
一
に
贈
呈
し

た
こ
の
詩
は
特
殊
な
存
在
で
も
あ
る
。
吉
田
学
軒
の
添
削
は
経
て
い
る
が
、
清
書
さ
れ
て
実
際
に
九
萬
一
に
贈
ら
れ
た
ど
う
か
も
未
確

認
で
あ
る
。
だ
が
特
に
こ
の
詩
の
序
文
の
内
容
は
、
堀
口
九
萬
一
自
身
の
生
涯
、
ま
た
与
謝
野
寛
と
の
関
連
事
項
、
閃
妃
事
件
や
子
息

大
学
、

ま
た
寛
の

「
日
本
語
原
考
」
研
究
と
の
関
係
等
、
長
文
で
は
あ
る
が
、
簡
潔
な
文
章
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
序
文
、
詩

に
お
い
て
寛
が
特
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
は
や
は
り
強
烈
な
印
象
が
記
憶
に
残
る
韓
国
で
の
事
件
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

閲
妃
事
件
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
歴
史
書
の
記
す
と
こ
ろ
だ
が
そ
の
真
相
は
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
事
件
の
起
き
た
日
、

明
治
二
十
八
年
十
月
八
日
と
、
何
が
起
き
た
の
か
と
い
う
事
実
だ
け
は
確
実
だ
が
、
事
前
の
経
緯
、
事
情
、
ま
た
事
件
の
全
容
に
つ
い

て
は
諸
説
に
も
疑
問
点
が
あ
り
、
同
じ
人
物
の
記
述
に
も
即
顧
が
あ
っ
て
正
確
な
と
こ
ろ
は
究
明
の
方
法
が
な
く
、
人
間
の
記
憶
と
い

う
の
は
曖
昧
で
信
憑
性
に
乏
し
い
と
い
う
外
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

与
し
た
外
交
官
で
あ
る
堀
口
九
萬
一
、
今
一
人
は
『
明
星
』
の
主
宰
者
で
歌
人
ま
た
文
筆
家
で
あ
る
与
謝
野
寛
、
こ
の
二
人
が
何
ら
か

こ
の
事
件
に
関
与
し
、
関
与
す
る
漠
詩
を
作
っ
て
い
る
。

と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
九
萬
一
の
五
首
、
寛
の
三
首
を
挙
げ
る
に
止
め
た
が
、
他
に

も
事
件
解
明
の
傍
証
と
な
る
資
料
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

゜

が
、
両
つ
の
句
を
、

―
つ
は

）
し
て
挙
げ
て
お
い
た
。

し
か
し
こ
の
事
件
に
二
人
の
漢
詩
人
、

一
人
は
事
件
に
も
深
く
関

そ
れ
は
稀
薄
な
が
ら
閃
妃
事
件
の
傍
証
的
存
在
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
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(
-
）
堀
口
九
萬
一
の
漠
詩
集
『
長
城
詩
抄
』
に
付
さ
れ
た
「
長
城
先
生
略
年
譜
」
に
よ
る
。
な
お
こ
の

城
先
生
年
譜
」
及
び
九
萬
一
手
記
の

（
二
）
『
長
城
詩
抄
』
に
付
さ
れ
た
注
（
一
）

（
三
）
『
外
交
と
文
芸
』
の

（
四
）
「
与
謝
野
寛
年
譜
」

塾
の
教
師
に
赴
任
し
、

の
「
略
年
譜
」
及
び
大
学
作
成
の

「
事
件
の
発
端
（
無
言
の
間
答
）
」
、
昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）
刊
、
東
京
第
一
書
房
。
な
お
『
長
城
詩
抄
』
に
つ
い

の
明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
、

廿
三
歳
）

そ
の
分
校
の
一
た
る
桂
洞
学
堂
を
主
管
す
。
（
略
）
。

「
略
年
譜
」

は
九
萬
一
手
記
の

の
項
に
、
「
四
月
「
二
六
新
報
」
を
辞
し
、
韓
国
政
府
学
部
省
乙
末
義

乙
末
義
塾
は
去
年
渡
韓
せ
る
落
合
先
生
の
令
弟
鮎
貝
房
之
進

君
が
総
長
と
し
て
経
営
せ
る
も
の
な
り
。
此
夏
腸
窒
扶
斯
を
病
み
漠
城
病
院
に
療
養
す
。
十
月
朝
鮮
王
妃
閃
氏
殖
落
事
件
あ
り
。
こ
の
前

・
鮎
貝
房
之
進
両
君
等
と
画
策
す
る
所
あ
り
。
偶
ま
鮎
貝
君
と
木
浦
に
遊
び
た
る
間
に
、
豫
期
に
先
だ
っ
て
王

妃
事
件
起
こ
り
、
寛
は
一
日
後
に
京
城
に
帰
れ
る
を
以
て
王
宮
に
入
ら
ず
。
次
い
で
公
使
館
一
等
書
記
官
杉
村
溶
、
副
領
事
堀
口
九
万
一

等
外
数
十
人
と
広
島
に
護
送
せ
ら
れ
た
る
も
、
豫
審
判
事
は
取
調
の
上
に
寛
を
免
除
せ
り
。
（
略
）
十
二
月
ま
た
京
城
に
赴
く
。

（
五
）
西
村
富
美
子
「
「
堺
市
博
物
館
蔵

乙
未
義
塾

与
謝
野
鉄
幹
の
漢
詩
の
草
稿
」
に
つ
い
て
」
（
『
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
一
号
、
堺
市
博
物
館

編
集
発
行
、
平
成
二
十
四
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
堺
市
博
物
館
所
蔵
の
与
謝
野
寛
の
漠
詩
の
草
稿
は
二
十
首
余
り
あ
り
、
用
紙
は
薄
い
半

紙
様
の
和
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
校
閲
者
吉
田
学
軒
（
増
蔵
）

の
朱
筆
に
よ
る
添
削
の
跡
が
あ
る
。
た
だ
し
寛
の
修
正
の
墨
筆
の
跡
も
あ

る
う
え
に
学
軒
の
添
削
の
箇
所
が
多
く
ま
た
再
三
加
筆
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
終
校
定
の
字
の
判
読
が
難
し
い
所
が
あ
る
。
こ
の
詩

は
三
枚
の
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
長
文
、
細
字
の
う
え
に
添
削
の
朱
筆
が
多
く
、
第
三
首
の
詩
の
末
句
が
末
校
定
の
ま
ま
で
掲
載
し

た
。
な
お
校
閲
者
の
吉
田
学
軒
は
、
森
鵬
外
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
寛
の
晩
年
の
漢
詩
の
師
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
寛
の
年
譜
に
も
「
大

廃
せ
ら
る
。
」
と
事
件
の
顛
末
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。

後
に
亙
り
、
堀
口
九
万

て
は
先
に
文
中
に
記
し
た
。

「
堀
口
九
萬
一
任
地
歴
」
に
よ
る
。

「
長
城
先
生
日
記
抄
」
か
ら
大
学
が
抄
録
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

「長

41 



者
で
も
あ
る
。

一
九
二
四
）
所
載
の

一
回
の
会
見
で
或
る
密
約
が
出
来

正
十
二
年
、
吉
田
増
蔵
先
生
に
師
事
し
、
説
文
及
び
漢
詩
の
教
を
受
く
」
と
記
し
終
生
に
わ
た
り
漠
詩
其
の
他
の
教
え
を
受
け
た
。
な
お

吉
田
学
軒
は
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
教
授
、
宮
内
庁
圏
書
寮
編
修
官
等
を
歴
任
し
、
「
昭
和
」

の
元
号
の
考
案

は
廿
二
歳
で
あ
っ
た
が
、
（
略
）
落
合
先
生
の
令
弟
の
椀
園
君
は
早
く
外
国
語
学
校
の
朝
鮮
語
科
を
出
て
県
会
議
員
な
ど
を
し
て
居
た
人
で

あ
る
が
、

日
清
戦
争
が
起
こ
る
と
直
ち
に
朝
鮮
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
廿
八
年
に
な
っ
て
同
君
は
朝
鮮
政
府
の
学
部
省
に
入
り
京
城
に

五
箇
所
の
官
立
学
校
「
乙
未
義
塾
」
を
建
て
て
そ
の
塾
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
自
分
も
同
君
に
招
か
れ
二
六
社
を
辞
し
て
四
月
に
出
発

し
た
。
（
略
）
自
分
も
学
部
省
に
奉
職
し
桂
洞
に
あ
る
乙
未
塾
の
一
っ
を
主
宰
し
た
。
（
略
）
京
城
で
は
日
本
領
事
館
に
椀
園
君
と
共
に
仮

寓
し
て
居
た
の
で
、
領
事
官
補
を
し
て
居
た
今
の
ル
ウ
マ
ニ
ア
公
使
堀
口
九
蔦
一
君
（
略
）
な
ど
と
親
し
く
な
っ
た
。
堀
口
君
は
現
に
「
明

星
」
同
人
で
あ
る
大
学
君
の
父
で
あ
る
。
自
分
は
其
年
の
七
月
に
傷
窒
扶
斯
に
罹
っ
て
漢
城
病
院
に
入
り
一
時
は
危
険
だ
と
云
わ
れ
た
が

幸
に
回
復
し
た
。
此
冬
の
十
月
八
日
に
起
こ
っ
た
閃
妃
事
件
と
云
う
も
の
が
、

枕
頭
で
一
所
に
計
画
し
た
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
最
初
は
堀
口
君
と
愧
園
君
と
が
漢
城
病
院
の
自
分
の

そ
れ
か
ら
両
君
は
韓
装
を
し
て
閉
居
中
の
大
院
君
を
訪
い
、

そ
れ
か
ら
堀
口
君
が
三
浦
公
使
を
説
い
た
の
で
、
（
略
）
三
浦
公
使
は
堀
口
君
献
策
に
聴
く
と
同
時
に
（
略
）
民
間
有
志
と
も
議
る
所
が
あ

っ
て
終
に
大
院
君
の
名
に
由
る
ク
ウ
デ
タ
ア
が
実
行
さ
れ
た
。
後
の
史
家
が
日
韓
併
合
史
を
書
く
際
に
、

白
面
書
生
の
幻
想
に
本
づ
く
と
云
う
裏
面
の
観
察
を
等
閑
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

か
の
事
件
が
二
三
の
気
を
負
う

し
か
し
十
月
八
日
の
夜
の
劇
的
光
景
に
は
愧
園
君
と
自
分
と
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
（
略
）
其
中
に
い
よ
い
よ
関
係
の
日
本
人
は
悉
く
広

島
の
裁
判
所
へ
御
用
船
で
護
送
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
（
略
）
関
係
者
は
俄
に
悲
喜
地
を
代
え
た
の
で
皆
暗
涙
を
呑
ん
で
悲
壮
な
光
景
を
呈

し
た
。
自
分
は
わ
ざ
と
嫌
疑
を
避
く
る
た
め
に
自
ら
求
め
て
堀
口
君
と
同
じ
船
で
広
島
へ
護
送
さ
れ
て
来
た
が
予
審
判
事
の
調
べ
で
当
夜

（
六
）
『
明
星
』
（
第
二
次
、
第
五
巻
第
五
号
、
大
正
十
三
年
十
月

「
沙
上
の
言
葉
」
に
、
寛
は
「
明
治
廿
七
年
に
自
分
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（
八
）
『
外
交
と
文
芸
』
、
「
十
月
八
日
事
件
の
発
端

ス
語
で
あ
っ
た
と
大
学
は
語
っ
て
い
る
。

評
伝
堀
口
九
万
一
』
二

0
0
八
年
、
左
右
社
。

一
九
八
八
年
一
月
、
新
潮
社
（
新
潮
文
庫

王
宮
へ
入
ら
な
か
っ
た
事
が
明
白
に
な
っ
た
の
で
直
ぐ
に
釈
放
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
暫
く
広
島
に
滞
在
し
て
獄
中
の
諧
友
に
差
入
を
し
た
り
し
て
そ
の
十
一
月
に
再
び
京
城
へ
行
っ
た
。
今
か
ら
思
う
と
自
ら
苦

笑
す
る
外
は
無
い
が
其
頃
の
自
分
と
云
う
小
さ
な
ド
ン
・
キ
ホ
オ
テ
は
柄
に
無
く
一
か
ど
の
志
士
気
取
で
居
た
。
」
と
事
件
の
事
、

件
後
の
処
理
、
自
身
の
自
嘲
的
感
懐
を
記
し
て
い
る
。
事
件
三
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

参
考
文
献
と
し
て
次
の
著
書
を
挙
げ
て
お
く
。

角
田
房
子
『
閃
妃
暗
殺
』

工
藤
美
代
子
『
黄
昏
の
詩
人

堀
口
大
学
と
そ
の
父
の
こ
と
』
二

0
0
一
年
三
月
、

柏
倉
康
夫
『
敗
れ
し
国
の
秋
の
は
て

（
七
）
「
原
注
」

は
九
萬
一
、
「
訓
者
注
」

（
無
言
の
問
答
）
」
（
東
京
第
一
書
房
、

は
大
学
が
記
し
た
も
の
。

一
九
九
三
年
七
月
）

事
件
に
出
逢
っ
た
こ
と
は
、
後
に
も
先
に
も
、
唯
っ
た
一
度
し
か
な
か
っ
た
。
実
に
文
字
通
り
に
空
前
絶
後
。

し
た
こ
と
の
無
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
事

ル
ビ
は
大
学
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
九
萬
一
は
妻
政
の
死
の
四
年

後
、
ベ
ル
ギ
ー
留
学
中
に
ジ
ュ
ッ
テ
ル
ラ
ン
ド
と
再
婚
し
、
岩
子
・
瑞
典
の
一
男
一
女
を
も
う
け
て
い
る
。
堀
口
家
の
共
通
語
は
フ
ラ
ン

件
後
四
十
年
を
経
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
僕
が
外
交
官
生
活
を
し
て
い
た
三
十
余
年
の
長
い
年
月
の
間
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
不
思
議
な

そ
の
事
件
も
空
前
絶
後
だ

が
、
其
の
事
件
に
達
す
る
迄
の
径
路
も
こ
れ
亦
空
前
絶
後
で
、
恐
ら
く
日
本
の
外
交
官
で
も
、
外
国
の
外
交
官
で
も
、
だ
れ
も
ま
だ
経
験

そ
れ
は
何
か
と
言
え
ば
無
言
の
問
答
で
あ
る
。
常
識
で
は
、
無
言
の
問
答
な
ど
は
有
る
筈
の
も

の
で
は
な
い
が
、
実
際
あ
っ
た
の
だ
か
ら
実
に
不
思
議
だ
。

し
か
の
み
な
ら
ず
而
か
も
そ
れ
で
至
極
要
領
を
得
て
、
十
分
に
そ
の
目
的
を

達
し
た
の
だ
か
ら
尚
更
以
て
不
思
議
な
わ
け
だ
。
場
所
は
、
朝
鮮
京
城
。
時
は
明
治
二
十
八
年
九
月
。
恰
度
日
清
戦
争
が
終
わ
っ
た
直
後

一
九
三
四
年
七
月
）
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
事

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
。
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（
九
）
注
（
四
）

(

I

 

0
)
寛
は
「
日
本
語
原
考
」
を
、
『
明
星
』
第
二
次
の
第
一
巻
第
六
号
（
大
正
十
一
年
四
月
号
）

年
一
月
）
、

の
「
与
謝
野
寛
年
譜
」
、
及
び
注
（
五
）

三
月
に
死
去
す
る
ニ
ヶ
月
前
ま
で
掲
載
し
続
け
た
。

(
-
―
)
昭
和
三
年
初
頭
の
こ
ろ
に
は
、
九
萬
一
と
寛
の
間
に
は
漠
詩
の
応
酬
が
か
な
り
頻
繁
で
あ
っ
た
。

(
―
二
）
西
村
富
美
子
「
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩
『
明
星
』
第
二
次
時
代
の
漢
詩
人
与
謝
野
寛
」
（
『
東
海
学
園

号
、
二

0
0
九
年
三
月
）
。

同
「
外
交
官
漠
詩
人

の
『
明
星
』
（
第
二
次
、
第
五
巻
第
五
号
）
所
載
の
「
沙
上
の
言
葉
」
参
照
。

堀
口
九
萬
一
の
詩
作
年
譜
」
（
『
東
海
学
園

だ
が
未
公
開
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
そ
の
中
の
一
っ
か
も
知
れ
な
い
。

（
漢
詩
は
ま
た
別
の
機
会
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
省
略
。
）

う
前
置
き
が
あ
っ
て
、

王
高
宗
の
厳
父
大
院
君
（
現
在
孔
徳
里
離
宮
に
蟄
居
中
）

（
に
し
む
ら
ふ
み
こ
・
三
重
大
学
名
誉
教
授
）

一
口
語
・
文
学
・
文
化
』
第
九
号
、

二
0
1
0
年
三
月
）
。

-n
語
・
文
学
・
文
化
』
第
八

の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
公
使
は
陸
軍
中
将
三
浦
梧
楼
氏
、
而
し
て
僕
が
ま
だ
官
場
の
初
舞
台
、
領
事
官
補
で
あ
っ
た
時
の
話
だ
。
」
と
い

駆
け
出
し
の
外
交
官
九
萬
一
は
三
浦
公
使
か
ら
重
大
な
要
件
を
依
頼
さ
れ
る
。
親
日
派
の
勢
力
挽
回
の
た
め
に
国

の
再
起
を
促
す
交
渉
役
を
務
め
る
。
内
容
を
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
筆
談
の
方
法

し
か
無
く
大
院
君
は
漢
学
の
素
養
が
あ
り
君
が
適
任
者
だ
と
言
わ
れ
承
知
す
る
。
事
の
成
り
行
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
其
の
時
の
九
萬
一

の
心
情
は
い
さ
さ
か
不
可
解
だ
が
、
大
院
君
の
幽
閉
地
功
徳
里
へ
馬
で
出
向
い
た
。
其
の
時
の
九
萬
一
の
服
装
は
観
光
客
風
の
五
ツ
紋
の

黒
紹
の
羽
織
、
仙
台
平
袴
で
、
無
事
通
過
し
た
九
萬
一
は
大
院
君
に
面
会
し
、
上
等
の
湖
筆
巻
紙
を
賜
っ
て
漢
文
と
七
言
絶
句
の
即
興
の

詩
の
応
酬
に
よ
っ
て
交
渉
を
開
始
し
、
両
者
の
間
に
交
互
に
そ
れ
ぞ
れ
三
首
の
七
言
絶
句
の
詩
の
応
酬
が
あ
り
交
渉
は
成
立
し
た
と
い
う
。

か
ら
『
冬
柏
』
の
第
六
巻
第
二
号
（
昭
和
＋

そ
の
こ
と
を
証
す
る
資
料
も
あ
る
の
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